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公教育システム研究第2号 2002

中学校進路指導における学校を核とした連携システムの現状と課題
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t 中学技進路指導に対する問題童館

戦後、基材包に全員が単一の学校系統を進むという単掛型の学校市肢が整備され、教育は著しく普及した。その

ような学校較育の一般大衆化と面協はが、教育の機会均等に寄与すると共に国民の教育水準を高めることとなり、

日材全会の成長と発展を支えてきたといえる。特に1鉛O年から1釘6年にかけてのわす下16年間で、高校進学率

は57.7%から91.'9%へと30%以上の顕著な伸びを示しており1、高校進学率が大幅に増加し続けるこの時期と、我

が国ι糧済成長期とは見高な一致を果たしている。
この後も高校進学率は上昇し続け、ほぽ1∞%の中学校卒業者が高校へ進学するようになったが、その一方で公・

私立高等学校における中溺崖精数叫世耕を見てみると、高校中退率も近年は上昇傾向にあり、特に平成8年から

の中退荊ま、 2.5"-'2.6%と今までからみて非常に高b申}合を保っているS。また、進学からわずか1年足らずでの学

校不趣むそ港路変更による高校中退が目立って来ていることもわかる七このことは、教育の普及・拡大によって進

学が当然のことであるという意識が広まり、生徒自身が自己理解・興味関心・適性に基づく進路選択をできぬまま、

とりあえず進学するという無自由弛学者の培加を示していると考えられる。

というのも、進学率が著しく上昇する背景には、経済キ科学の発展を目指していた従来ならば、雌しb漫験競争

を勝ち抜いて偏劃直の高い高校、大学に進学した者と、企業の求める人物像とは一致していた面もあるのかも知れ

な凡従って、カνつては「より良い(偏劃直の高川学校lイコーノレ「より良い(ー渦企業Jイコール「幸せな

人生lといわれたようにそデノレとなる人生のコースが相主し、我が子の将来の幸せを願う親が、子どもを受験競争

へと駆り立てるという背景もあった。

しかし、物質的に恵まれて豊かな担金となった今、例えば商品の大量生産よりも多品種少量生産や自首術の開発
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に重点を置くなど、企業ι糧営路線が大きく変化している。と同時に、大企業の倒産キ糧営合理化、再編などカ湘
次ぐ中で、ある一流企業ρの蔵鴻が幸せな人生のコースであるという倒産観は確実に崩捜しており、そのように激

しく変化する相会の中でどのような『生き方Jを選択するのが幸福であるカヰま、全く個}l1J1包しているのである。つ

まり、豊かな相会の実現によって、自分州可に倒直を置いて生活するかということを1人1人が探求し、自分なり

のライフスタイルを選択することを可能になった分、逆に、担金的風潮キ概存の価値観にとらわれることなく、選

択する自由によって自らの可制金を切り拓いていく能力がなければ、この担会の中で目的を持った生き方をするの

が困難になったということであるえこの、目的を持った生き方を選択することの困難さが、高校進学後わずか1年

での中退率増加に結び付いていると考えられるのである。

そして上記の統計から総合的にいえることは、義務教育脚皆、つまり中学校卒業までの学校教育において、進路

選択能力を養うことが不十分であるか、あるい1';1適切に行われてはいないのではないかということである。義務教

育が終了する中学校卒業後の進路選択は、ほぽ誰もが経験する初めての大きな選択であり、人生設計を立てる第一

歩でもあるが、従来の中学校における進路指導は、卒業直進の進路決定に比重が量訪司れ、結果的に「出口指導Jと

呼情Lる進学事務中，i:.-.Q.滞留綿導になっていたことが文部痢学省守宅種審議会答申において反省されている九

さらに、中学生は思春期から青年期前期に当たり、発溺句に「自己の進路、将来の生き方などについて不安や葛

藤を抱き、模索する時期J7であるといえる。このような中学生期に、 f生き方」の自己決繭包カを養うような進路

指導が卒業年度のみに行材もるのではなく、中学校教育の3年間にわたって総統的に行われる必要性は自明のこと

静。

そこで、現在の中学校進路指導が学校教育のどのような場衝でどのように実接されているのが、そして求められ

ている f生き方」指導への転換を図るためにはどのような条件整備が必要なのかを、学校教が多Uポ脇市をフィー

ルドに、学校内・校外組織を事例として取り上げて欄すした川

2 道路指噂の意畠・目的k数宵陣程における位置づけ

学校教育法第 36条(教育の目劇では、中学校回訓する教育について「担金に必要な職業に就いての基聯句な

知識と技能、勤労を重んずる臨度及び個性に応じて進路を選択する能力を養う」ことを目標の1つに掲げている。

これが、進路指導が他の教育活動との関車を図りながら実現しなけれJまならない筑獅句な目標である。

その条件整備として、中学校には教諭によって充てられる進路指導主事(以下、『主事』と略却が1名置かれ

る。学校教育法脂行規則第52条3によると、主事の業務は「校長の監督を受け、生徒の職業選択の指導その他の

進路の指導に関する事項をつかさどり、当該事項について連絡調整及て崩導、助言に当たる」ことである。

従って、主事ま、学校における進路指導の組織の中按者・責任者として、校長・教頭との連携を図るとともに、

進路指導組織内・外の各教師との職務関係を明確にし、全樹甘協力備制を推進して、進路指導に蹄する全校教職員

聞の連絡調整に当たることが重要な役創となる。

また、上記の教育目標を具体化して、進路指導は「生徒の個人資料、進路情報、啓揃句経験およて湘談を通して、

生徒みずから、将来の進路の選択・計画をし、就職または進学して、さらにその後の生活によりよく直志し、進歩

する能力を伸長するように、教師が組縦句・継樹句に指導・援助する過程であるJ9と文麟縛省によって定義され

ている。よって、卒業後の進学先や就職先を選択することが進路指導の罫撞点なのではなく、生徒1人1人が自分

についての理解を深めてどのような生き方をするかを計画するカや、その計画を歯予するために努力する力、様々

な進路の分岐点で最善の道を選択する力、可能性を切り拓くカなど、まさに自らの人生を生きるカを育むことが進

路指導の最大の課題なのであり、その長川畠程のところどころに崩淵快唯学などの分岐点が存在するに過ぎないの

である。

次に、昭和 22年における学制改革以来、中学校教育課程における進路指導の位置づけがどのように変遷したか

を見てみると、学習指導要領改訂の変遷を鑑みて、以下のように大きく区分して考えることができるロ

① 義務教育終了後に祉会に出て職業に就く生徒遣のために「職業科Jr.職業・家庭科」の中で「職業指導jが
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行われていた時期(昭和22年~昭和32年}

② 昭和 33年告示の学習指導要領改訂において f職業指導J の名税~~消え、「進路指導J という用語が一般化し、

「糊嶋崎活動伶の『糊幅削に相当)Jにおいて行われるとされた時期(昭和33"'43年)

@ 昭和44年告示の学習指導要領踊Tによって、 f教育課程全体」において指導するという立場で「糊幅動似

下、『特活』と略却の学級指導10を中心とした進路指導」が展開された時期(昭和44年."')

これらの3つの大きな区分について綿誌を加えた凡まず、進路指導の原点I城業指導で、元々一教科の内容と

して扱われており、職業の紹介斡旋、卒業後の援助(補導)をするのも教科担当の教師の役割であった。また、昭

和22年の職業安定法改正に伴って翌年に比職業指導キ靖掛Sの無料紹升斡旋事業に聞して、学校と公共職業安定
所との相互協力が明確にされると共に、職業騨尊に対する学校の主体性が明記された斗これが進路指導の第1期で

ある。

しかし、上級学校への進学率が上昇するにつれ、 f職業指導」の名称がその内容と必ずしもー脅しなb暢合が多

くなったことや、職業安定所において行う職業指導と混合され、「教育としての職業指導jの視点が不十分であっ

たことなどを背景に、昭和33年の学習指導要領改訂を契機に f職業指導」という語は姿を消し、 f進路指導Jが一

樹句に用いられるようになった。その時の指導要樹立、中学校の教育課程が各教科・道徳・特活・学校行事等の4

領様から編成される11という全体構造を明確にし、生徒会括動・クラブ活動・学紐活動似下、『学活』と略記)の

3内容から成る特括の学活の中Iこ、進路指導の内容である「将来の進路の選択に関する活動』を示している。これ

によって、それまで職業科の担当教師が行うとされていた「職業指導」は、原則として学級担任の教師が担当する

『進路指導jへと変化し丸また、学活は毎学年35単位時間以上実施し、そのうち進路指導の卒業までの実価等

聞は40単位持聞を下ってはならないことも明示されたλこのように、 I職業指導jの時代から I進路指導Jが学活

の中に位置づけられた時期を第2期と考えることができる。

さらに、昭和 44年告示の学校指導要領では、全教育課程に関わる事項を規定する総則の中に初めて進路指導が

明記された叱それによって進路指導は、全技教師の協力体制の下で、学校の全教育活動を通して行われるべきだ

という位置づけがなされたのである。この改訂では、進路指導が総則に規定されたのと同時に、「糊H教育活動j

を改称した r~胡'1活動j の中の「学融指導J を核として進路指導がなされるように示され九この学習指導要領が

完全実施される昭和47年4月1日からは、それまでの「職謝欝尊主事jを改名した「進路指導主事」が発足、さ

らに昭和60年の学校較育法制前規則改正による主任臓の僧鹿化に伴って、進路指導主事ま主任職b寸震として位

置づけられ、職務内容の規定整備がなされ丸

このようにして、進路指導が全教育課程の中で倒ホるべきであるとされ、その進路指輪日織の中心者となる主

事が尚句に整備された時期を第3期とし、おおよそ現在の進路指導体制が整ったのである。

しかしながら、教育活動としての進路指導の内実間関刻じしていた。それは、昭和田年、 68年、平成5年と再

三にわたって文調渚から通達が出された13ことからも窺える。昭和51年通達では、生徒の進路の選択に関する指導

を安易に「業者テストJに依存しないよう注意を促し、 68年通産でも同様に、偏差値のみを重視した進路選択の指

導を行ってはならないことを再度示すと共に、生徒の入学時から教育活動の様々な機会を捉えた進路指導を行い、

生徒が自らの進路を主体的に選択する能力そ強度を育成するように努めることを求めた。そのよう制対兄を踏まえ

た中央撤育審議会ヰ教育課程審議会の答申を受けて、平成元年改訂の学習指導要領では、「生徒が自らの生き方を

考え、主体的に進路を遍択できるようJ1.な指理tすなわち生き方指導としての進路指導を f学校の教育活動全体
を通じJ111て行うことが要請されたのである。この「生き方指導としての進路指導Jの実践という考え方は、それ

までの指導要領にはなかった視点であり、卒業直獲の進路に重点を置いた「出口指導jなる現状を、将来の生き方

の探求に重点を置く指導ハ改めることを指摘するものであった。ところが、上記制面幸や学習指導要領の改訂にも

関わらず、平成5年にも『業者テスト」の偏差値を用いない入学者選抜の改善と中学校における進路指導の充実を

求める通知が出されている。

なぜ、平成元年指導要領において、進路指導は「生き方指導Jであるという方向性を明確にしたにも関わらず、

進路指導が進学指導に偏らないように求める通達が再び出されることになったのれそれは、平成元年の改訂では
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進路指導が目指す新しい却制生が明記されたものの、教育活動全体を通じた生き方指導としての進路指導をどのよ

うに組み立てるのかという点や、そのような進路指導を行う時間をどこで確保するかとし、う点が不明瞭なままであ

ったためではなし、かと考えられる。

そこで、この指導計画上の授業時数の取扱いについて不明瞭な点を欄サしてみた凡既に船出北ように、進路指

導i胡自和33年以来、特活のうちの学活を中核として機能していた。そして糊リ活動の授業時数は、年間50単位授

業時間 (44年制I版)、あるいは年間70単位聞調 (52年改訂加などと、指導要領の踊丁と共に学校教育法樹子

規則の'jjl肢に置撤されることになる。しかし、特括の総授業時数のうち、それぞれm活動に充てる授業時数は「学

校や学級の実鎗を考慮して適切に定めるものJ16であるので、進路指導に充てる時間の規定が特にあるわけではなかった。

例えば、文部渚が実施した f昭和63年度中学校及び高等学校における進路指導に関する総帥句実態調査jを見て

みると、『学級指導、ホームルームで進路指導に充てる時間数の状況jと「ホームルームにおいて進路指導に充て

る時間教の状況jで最も多かった回答が、 1・2年生で4"'6剛司、 3年生で7'"'-'10時間となっている。これは、

犠路指導については、館学年計画的に実施し、その卒業までの実臨待教は40時鵬え上とすることJ17と較育課程

審議会が示してきた授業時数からは大きく下回る結果である。

この結果から推調けると、学活の進路指導の時間枠内では「生徒の観念的・抽象的な自己理解キ湛路情報の理解

に、具体的な現実性を与えるJ18意義を持たせるような啓発的慮盟樹立とても行えないだろう。従って、学活の時間

枠を使って行う進路の学習は、学輔の中で行われる副読本を教材とした学習、つまり現実味を感じにくい学習にと

どまらざるを得な川もちろん、副読本に掲載されている様々な職業や生き方を知り、自分の個性冬事を記入する

f特車によって、進路を計画したり実現しようとしたりする能力や態度を養うことは可能であろう。また、身近な人

の職業調ペヰ規との克換日吉田も、より具嗣宇を持った職業観を養う実践も数多くあり、学活での進路指導が全く

有効でないというわけではなu、しかし、学校の教育活動全体を通じて進路指導を行うためには、進路指導の中核

として機能する学活と他の較育活動とが有機的に紘刈すいていなければならず、従来ではそれ倒ド常に困難であっ

たということである。そして、平成元年の瑚了では、それまでの f学校の教育活動全体を通じた進路指導Jに f生

き方指導としての進路指導Jの観点治主力日えられたものの、従来の指導要領と同様ょ学校のどのような場面でどのよ

うな進路指導を行うことができるのかという点には触れられていなかった。従って、「生き方指導としての進路指

導Jも、結局は学活の中である時間新Tわれるに過ぎなかったのである。
しかし、平成14年度からの新学習指導要領の完全実掘によって、「進路指導jの学校教育における新たな展開の

翻凶推測される。というのも、平成 14年度からの『総飾りな学習の時間(以下、『総合学習』と略お」の完全

移行によって、 f生き方指導としての進路指導Jを行うための障害は、時間確保の面では解消され得るからであるEt

総合学習の倉股がな由隼路指導の時間確保になるのかという点については、以下に述べる鋼以性キ喋通点によって

説朋できよう。

まず、総合学習のねらいである『自ら課題を見付け、('"'-'中略，，-，)よりよく課題を解決する資質梢肋の育てる

こと」叫「問題の免職キ探究活動に主体的、倉崎的に取り組む態度を育て、自己の生き方を考えることができる

ようにすることJ21は、まさに生き方指導としての進路指導が担うべき課題でもある。先に述べてきたように、思

春期または青年期前期にあたる中学生が自己の生き方、在り方について考え、自己瑚平に基づいて自分自身の生き

方を暫定的にせよ計画、選択し、それを達成する努力ができるように、援助していくのが進路指導である。生き方

という最も大きなテーマを持って総合学習のねらいIこ取り組むことと、進路指導のねらいとは同じ地平に立つので

はないかとも考えられる。

さらに、各学校が地域キ学校の実態に応じて創意工夫し、特色ある教育活動を展開できるような時間を確保する

ことや、省会の変化に主体的に対芯できる資質明肋を育成するために、教科の枠を超えて横附句・総伯句な学習

を実施することなどを掲げている給合学習を行うにあたっては、体聯句な学習、問題解糊句な学習を積緩的に取り

入れるように配慮することとなっているnoこの点においても、啓猪的な体験を実施するだけの寸分な糊駒鴇保

されていないという問題点を持っていた進路指導にとっては、「生き方指導j戸ゆ転換を図るためにも総合学習と

の関連性が非常に強くなるといえる23。
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このように考えると、体尉句な学習や問題解決的な学習を積嗣句に取り入れる教育活動である総合学習と、進路

指導とをリンクさせることにより、進路指導の生き方指導へ¢厳積m新たな段階を踏むことができるのではないか
と考えられるのである。

第2章事例研虫1 ー進路指導に闘する学校外面晴雄調

1 網島市中学技進路指導協雌会

税嶋市中学校進路指導協議会似下、時l進協』と略却は、昭和45年に宇l脇市教育委員会〈以下、『市鞍委』

と僻目、税脇市中学校長会(以下、『校長会』と略問、市中学校PTA連合会の三者によって発足した。当時、

中学生の急増や高校進学率の上昇などの担金変化に伴って、公立高校の菊諸問題相霊銭要項の改定などが長年にわ

たって課題となっていた。そこで、それらの進路指導に関わる課題に対略することを貝的として、杭進協カ湘織さ

れたのである。現在は、校長会、市教委、杭脇市中学校進路指導主事連絡協議会似下、『主事会』と略却のメ

ンバーによって主に構成されている24。

キl進協の主な業務内容には、行政や上級学校明瞭などの対外事務折衝や要請、主事会内の援助等があるが、そ

の中でも最大の業務は石狩第8学区までの願書一括受付である。その流れは、入学部聾抜に関わる願書等の書類一

式を、各中学技に進路指導主事を通してー拒誼捕・一括受付し、高校側の進路指導担当者にまとめて提出するとい

うものである。

このような業務が必要となる背景には、中学・高校共に学校数が多いという机幌市の特徴があげられる。以下は

平成 13年度防i進協の理事を務めた方のヒアリングである(以下、机進協におけるヒアリングの号聞は、同氏に

よるものである)。

『例えば主事の方清酒嘗を一括受付して欲しい、と言いますよねそういうことを学校の方で考えて行ったら…と例えば考

えますユで、各中学校の主事の先生泊酒譲高校の先生の所内行って、求額いしますと言った所で相手にされl，t川要するに

賞倒まどこにあるんだということになると思うんでれそういうものを吸収して、それぬま杭脇市内の進路指導の中で陪設立

つことだということに樹Uま、例えば市教委を通して行ったり、市ι嚇漠会会長が直樹Tっτもらったり、ちゃんと責任の
ある人が越をしに行って交渉するという部助の必接弛が出てきた。そもそもは、多分中学校ι場開多泊りたということだと
思うんです。中学校が3つで高校が1つくらv¥Q).地域であれば、薗議色々 な函で話ができるんだろうと思いますけど、それ
ぞれの船長でたくさん中学校があって、その意見をまとめて、それをさらに交渉して行くという中でのつまずきが、杭腕の

場合にはあったのではないかと思います。j

つまり机進協は、中学校での進路事務が円滑~;:ffわれるよう、高校に代表されるような外鰍欄と中学校との聞

に立って、中学校の進路指導主事をサポートする役割を果た材幌市独特の組織なのである。

しかし、机進協の業務について以下の2点の疑問が挙げられる。 1点目は、進路指導が学校教育活動の全体を網

羅していくものであるという視点を持ちながらも、杭進協の業務出量学事務に関するものが大半を占めている点で

ある。その状況は以下のヒアリングから窺うことができょう。

f本来で対Lj;磁描指導ですカミら、そうは(事務や窓口業務だけというわけにI'i)いカ唯し、のですが、現鋪包に、今進学指

導の方カ噛いです方、ら、そちらの方が多いと思います寸~ですけど、進路指導です功も当然ながら、うちの事業としては、

進制まかりの生徒じゃなv¥Q)で、こういう形の物をやっております(年1風企業を見学する行事を劃沓し、希望した中学

生均等加している)0J 

このように、進学指導ハ偏重することのないように雇晴:しつつも、業務の大半が進学事萄となっている背景につ

いては次のように述べている。

『進路指導というの出隼学指導だけではないです功、ら、一応は、各中学校のr進路指導』という部助を統括していますから、

どちらかというとそういうこと(事務的内容)になるんですが、主事会自体に入って来る、つまり主朝こな9てくる先生自

伽九年目ということが多いルです九ということで、どうしても1番メインになるのは、進学事務に関する郁をなんです。
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万が一でも間違ったら困るということで、先生方が一語気にしていることですから。メインがそうなので、どうしても机進

協もその要望を受けて動く方が多いということなんです。ただ、進路ということを考えると、償譲納掛旬な)研修を入れて

行かなくてはならなし、のですけど、なかなかそこまでは主事会が動けないという実態があるんです。J

『この酔が1番わかりやれ、と思うのですが、学校の中の教育活動の全体を含ん寸子くものが進路指導である、という捉え

方を各学位でしている仕ずなんです.で付も、金制省導と進路指導というものが、各教科の活動だとか特司I廊諸島だとか色，々

な活動の中で常に包含されている生き方指導という考え方i立、多分15年くらし前から言材もて来ている。全鉢構造図ってい

う、このような形で本来で封ぽ学校の教育目標から始まって、それぞれの中で行われている教育活動、その全体を網属し

て行かなくてはならなb晦ぬというのが、本当は進路指導である、とそのような流れの中でやって行く仕ずなんですが、も

Cすごく進学指導凸、うウェートが強くなっているのが中学校の現実なんです。その比齢噛川説、りに、どちらかという

とこっちの方位き方指導として¢漣路指導)の怠滋珂軌てくるんですが、本来で言う進路指導とはそうではないん花と

いうのと同時に、進路指導主事というのはそれを司って行かなくてはならない、そういう立婦の先生方効嘩まっているの主

事委で、それをサポートしているの料1進協です。j

つまり、失敗の許されない進路事務を負う主事の半数が毎年入れ替わる状況にある中で、その主事会をサポート

する杭進協としても、例えば主事業務の手順守提出書類のチェックなどの事務について、説明の徹底が求められる

ために、業務の大半が進路事務に関するものになっているようである。

また、 2点目に問題として挙げられることは、主事会からの質問や要望を、市教委に出すにもその巨階を得るに

も、杭進協を通して行われる点である。杭進協が窓口業務を担うことによって、主事会にとって各方面とのやりと

りをしやすい反面、構成員上からキl進協と布教委は身内関係といえるため、現場の教師と行政とが対等な立場台車

携・協力し、課題を解決する場として財l進協が樹包していないと考えられるのである。

2 税脇市中学樹齢S指導主事連絡協議会

主事会は、市内1∞中学校の主事1∞名により構成され、 f主事の職能向上と中学校における進路指導の充実、

強化を図ることJを目的としている。また、その脚ト団体である杭進協と連結しており、進路事鴇の樹子中に行わ

れる数多くの外部湖闘との連絡を取り合う。主事会は、その総会・全体会・地区会26において、事蔀に関する諸説

明、杭進協からの連絡事項、主事として必要な却F修を行っている機関である。各学校の進路指導、進路事務を行う

にあたっては、主事会付1進協との連絡・連携等が重要材育報源となる。

市教委の手引によると、主事は学校進路指導の中枢として、学校教育の他の領域と有機的に結び付いた全体構造

を立案する設創を持つこととされている270また、業務上においては、主事は、各学年々枝務分掌に基づく教師陣

と連携し、生き方や人生設計を踏まえた上で生徒が主体的な進路遍択をできるよう指導・助言を行うことが重要と

されている。

しかし、主事は9・10月からの半年聞が進学・就職関係事務を中心に急激に多忙になる28ため、特に初年度の主

事にとっては、ミスの許されない業務が多いだけに村尚萄憎が必要となる。そうなると、前期の半年間しカ噺修

期間とすることができないために、「生き方指導Jといわれるような実践の計画・推進までを研修内容に盛り込む

のは相当厳しし、

それでも今年度の全体会における研修では初めての試みとして、担会においていカヰこ学躍が無意味であるかとい

うテーマで、中学校教員の窺b吹吋もない世界を民間人に講演してもらい、主事の意識改革を図ろうとしている。ま

た、進路事窃先盟に関するコンピュータの研修も行い、主事の業務の軽減をねらっている。このような穆階も「生

き方指導jへの第一歩といえるが、この2回の研修が限度なのである。なぜなら、第3回全体会の時期となる 11

月からは、事務の説明に追われる状況であるからだ290

これらの状況を踏まえると、新任の主事が戸惑うことなく円滑に業務を行うために、枝務分掌における進路傍、の

支援や前任者からの引船糟実~~~子われる必要がある。主事会校務分掌の 1つに過ぎないため、校内での糊的研

修がないことも多く、また、単年度で交替する主事もいることから、学校全体として進路指導体制が整っていなけ
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れば、主事が事務処週に振り因されて、進路指導の事務と実践の両立が困難であるといえるのである。

3 札棋市教育研寛也揖会

杭幌市較膏研究協議会〈以下院l撤研』と略却は、昭和25年に発足した教育研知車体であり、杭親市各学校

の全教職員と市教委指導主事、計約鋭削名によって構成されている。その運営は、市教委、小中学校長会、税脇

市教職員組合による「三者一体の原則Jを基盤とし、それぞれ教育行政、学校経営、組合運動の立場から、緊密に

連絡・提携している叱

ここでは、杭激研において平成4年度までの|日研究部体制から平成5年度以降の怠淋制ハ再福されたことによる

韓国を取り上げることとする210

!日体制では、小学校と中学校のそれぞれで各教科の研究部と教科外の各研究部があり、中学校の教科タ1研究部の
中に進路指導研郷日が独立して存在していむそして、教科研究部と制桝脚部からそM れ1つずつを希望し

て所属することが鳳Ijであったが、特に耕紗槻究の衰退がみられ、研究部括動の活性化を促すべく再編成される

運びとなったのである。キl劫研の機関誌によると、この高齢背景には、実際は教科研究部治唱捌外研究部のどち

らかtこ重点を置いた活動になっていたことと、部員数泊りPなくて樹司研究が不可能な部も存在したこと、さらには

教科外研究部を小中で分けていたことによって特定の部に対する希望者治効散しやすいことが挙げられている辺。

結局、旧体制jにおける進路指導部は鹿止さ払事融制でl刻、・中合同教科外研境部内の糊指靖揃安部と教育相談

研究部の2つに再編された。また、糊帯、の所属の仕方は、全体の中から希望する1つのみで良いこととなった。

しかし、この再編に問題点があると考えられる。確州こ進路指導は、領榔句には『糊l脂動J中の「学級活動J

を中核に位置づけられているが、第1章第2節でま越のとおり基材包には「教育の3領域j、つまり各教科、首低

糊崎摘を統合するような広b視点で捉えられるべきであるということが本来の進路指導の位置づけである。それ

について凶司様の内容が市教委の手引にも図剥じされている叱しかし、この再編で進路指導研究部が風上さ払

糊慌鋤と教育相談の2糊却に再編されたにも関わらず、道語新究部には統合されなかったことは、上記の視点

とは矛盾している。道徳は「道徳的価値及び人聞としての生き方を深めJ34る時間であり、その指導者慣例宇成に

あたっては「自分の将来を考え、人間としての生き方について考えを深められるよう配嘩することJ鑓が求められ

ている。つまり、旧体制の進路指導研娘防事淋制の道描研究部には再編されなかったことによって理念上の矛盾

が生じたことになり、税撤研の進路指導に対する認識の甘さを感じざるを得なu、
さらに、豪雨唱jにおける研究グループの分類によって、進路指導研究部が統合された教育相談と糊嶋鋤の研究

部が、それぞれAグループとBグループに分けられたお。このことによっても、実質、進路指導自体の研究が形骸

化したこと糾酬できるだろう。なぜなら、研究グループを分類することになったのは、脚部同士の交流による

研究の活矧じ持者鎗をねらってのことであったが、進路指導研究の内容が新Tした2つの研究部瑚Ijのグループiこ
分けられたため、研究部から「進路指導」の名税が消えたばかりではなく、進路指導の視点までもが消えたことに

なるからである。事実、各研究部は研究テーマを持つが、新体制となってから進路指導を研究テーマに挙げた研究

郁はないのた

最後にもう一点、研究部の再編が進路指導に与えた影響について述べる。中

の経験を持つ、平成l3年度北京誼腿路指導研究会会長のヒアリングによると、当時の進路指導研究郎は「生き方
指導としての進路指導J実践について主事カ珊修する場としても役割を果たしていむというのは、進路事務につ

いては、主事に財1進協や主事会で業務の研修が用意されているが、 f生き方指導指導としての進路指導Jを研修

できる場がそれまでなかったため、杭患研の進路指導研究部が積樹句に主事を集め、色々 な資料を渡すなど主事:の

意識啓発を行っていたからである。従って、以前から有志によって生き方指導としての進路指導実践を行ってきた、

民間の研姻体であるね錨進路指導研究会〈以下、目白隼研』と略記)と、進路事務関連を業務の中心とする札

進協・主事会との聞に、杭趣研の進路指導研究部がパイプ役として入る形になっていた。このことにより、主事が

進路指導について、事務的にも内容的にも専門性を向上させることのできる条件が整っていたのである。北道研は
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民間組織であるので元々紫噴ある教師しカ嘆まらないが、キl裁研は全教員が参加するのが規定となっているため、

その中で主事ヰ枝務分唱憶における進路係を集めることができれば、制使場桧は整備されるといえるだろう。

つまり、杭裁研の|日体制における進路指導研究部は主事にとって、杭進協や主事会でサポー卜される事務事項の

研修とは異なり、生き方指導としての進路指導実践の研修が可能な貴重な場であったのである。そして構成員の面

からみると、市教委や校長会などが絡む公自湘織の机進協、そ同藍榔目織である主事会と、民間の研知車体である

桜繍とをつなぐ位置にt:fl劇陸路指導郁榔は存在していたのである。この2点を失ったという意味で、体制

の再編による進路指導研究¢彬骸化を指摘できると考える。

4 ~国副幽制国師究会

周司の研畑体である指師i刻、.中・高校の進路指導に関する本節慨究を行い、進路指導の促進充実を図る

ことを目的とし、進路指導の様々な実肱進路指導に関する研筑却誼を主な事業として、昭和34年の設立から活

動を続けている叱また、到車中学校進路指導連絡協議会の下剤湘織に当たる。道内10ブロックに分かれて各奇開

会を持ち、中学校教員を中心に約810名の会員を抱えている。「中学校教員を中心にj というのは、まず、全校高

等学校進路指導研究会(全高進)北海道支部が存在するために、直政教員の会員制Pないことと、小学校教員の会

員が若干名いることを指している。特にお餅例暢プロックにI;ilj母校教員の会員が多川北漣研室長によれば、

小学校も中学校も1枝しかなく、進学できる高校も非常に限られてくるという地域性があるために小・中・高の連

携が多くみられ、進路指導でもって小・中・蹴藍燐が進んでいるのは全国でもサ鋭知研究会だけであるという。

活動内容には大きく分けて2つあり、年に1国各地区持ち回りで開催される研究大会(全道大会)の単備・運営

と、特括の高蛾本『羽錨・中学生のあすを拓く・生活と進路J(聞隆堂出版)の部分改訂という活動方将司コれて

いる。また、お断の地醐織となるキl脇市進路指導研究会で行った実践を 10地区に広め、研知燥をまとめる

活動もある。

このお断の進路指導に関する方針は、昭和34年の発足当時から「生き方指導・人生指導としての進路指導J

であるとして、一貫して奇形踊動が市われてきた。実際に過去岬問テーマP噴を見ても、文調渚が近年になっ

て「生き方指導Jを強調していることとは異なり、基本的な姿勢は変化していないことが見てとれる。

前節で述べたとおり、問調の研蜘織であるお慨には、法で定められた進路指導の専門職たる主事が必ずしも

参加しているわけではな川一方、主事の参加が義務づけられている主事会や、その関車組織であるキl進協におい

ては、事萄的な荷階キ漣絡が主たる活動となっており、さら同噸海陸路指導研究部の事実上の蜘上によって、以

前に比べ主事が本来の進路指導研究に積樹句には関わりにくい状況になったと考えられる。

この点における打開策として、雌研会長は fこのお師をもっと広げて発展させて、進路の担当者住事に

も術師こ)入ってもらえれば、うちの研究ムでそうb、う人材をどんどん発掘することは可能だと思いますJと

述べており、杭進協や主事会が進路事務の研修を徹底させながら、キl議研の代わりにお聞において実践研究を続

け、主事の研修に役立ててもらうことの可能性を示唆している。

5 割腹市中学技長会進路指噂節

杭脇市中学校長会は、各学校の実態に即した創意ある中学校教育を推進するために、①校長会の組織・運営の強

化と研修の充実、@洋枝経営の充実、@洋校経営の条件整備と教職員の待遇改善、信激育関僻諸団体との連携協力、

の4点を活動の重点として、管理部、研究部、指棚、保健体育部、進路指導部を置いている。なお、@には「進

路指導の充実・改善駅周係機関との連携」や f校務分掌組織と運営に関する諸f噛の改善・充実jが活動内容と
して含まれている38。

このうち進路指嘱sの業務内容には、杭進協に関することも挙げられている。これは、杭進協会長には校長会会

長が、理事には校長会進路指導部長が自動的に担当することなどが決まっているためで、校長会進路指導部は杭進
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中学校進路指導における学校を核とした連機システムの現状と際題

協との関係カ唱とし、えるのた

進路指導部では、 f生き方」指導としての進路指導について f教育課陸叫〉明確な位置づけJr:在り方と具体的方

策Jr中高の連携Jという3つの視点から、「進路指導を学校の中核に据え、(""'中略，，-，)r生き方』指導としての進
路指導の充実・深化を図るJ研究を平成10年度より行っている叱

この研究において実施された調査結果には、体験学習の実施抑勘噸向にあり、『生き方」指導の目的に沿って

大きな成果をあげてきていることや、高校入学後の生徒の中退・不通志は中学校に疎題があるという考えから、中・

高の連携した進路指導の必朝生を感じている高校が多いことなどが明ら糾こなったとまとめられている。

またこの調査結果では、各学校が取り組んでいる課題として、進路指導と総合学習との効尉句な倖bり、枝務分

掌の見直し、教師の研修備制jの確立、中高の望ましい連携の在り方、進路指導の評価等を挙げている。

しかし、例えば中高の連携などがそうであるが、各中学校が独自に横溝しでも解決の糸口が見えない課題もある

のではないかと考えられる。教師の研修備担jにおいても、校内で新たに確立するよりも、杭進協や主事会に代表さ

れる既存の校外組織を利用した方が生醐句であろう。進路指導の評価の位方についても進路先の協カが不可欠とな

るため、中学校だけでは取り組むことは困難である。

従って、この校長会進路指導部の課題認識を全校長が共有して、脚備担jと樹ト体制の両面から取り組凶悪が

ある。すなわち各学校の校内組織の中で、校長が進路指導においてどんなリーダーシップをとるかという校内環境

の韻題に取り組むと同時に、校外環境としては、校長会組織そのものと他の蹄輔自織とのタイアップによって全市

的な進路指導体制を整備し、教師の研修や中高連携という課題に取り組むことが、特に総合学習導入に伴う進路指

導との新たな関連性を模索する今、緊要であると考えられるのである。

箪3寧事例研究2 ー進路指導に聞する学校内組織と実践

今回、杭幌市立手稲束中学校の進路指導における校内組織と実践を事例として取り上げた。手稲束中学校は、校

内体制としては教科の枠キ枝務分常を超えて、校外体制としては家庭・地境と連携を持って、横断的な体制で進路

指導を行っている学校である。そして教育課倒句には、総合学習の中に有機的に関連づけ剖臨繍導を行っているa

学校較育の現場では、進路指導冶薄情課題的にみてどのように位置づけられているのか、また、それに対して主事

や学級担任、その他の教員がどのように関わって実践しているのかをこの章では検討したい。

1 学校経賞、桂内組織の技混

まず、手稲束中学校の学校教育推進計画をもとに、学校の概要や方針、校内組織について説明したb曲。枝務は

f教務部dr生徒指導部Jr生徒会指導部;Jr，保健体育部dr管理部jの5部体制によって動いている。教務部の中に
係として『教務:Jr進路Jr学習Jr道施・特活'jr日課jr学籍Jr研修企画jの分担があり、進路係は進路指導主事
(3年所属むの1名で構成されている。進路に関する指導の流れは、進路係から各学年の道施・学活保へそして

学級担任へと伝えられる。また、平成13年度の進路の学級指導について、各学年の主題i土、 1年生が I進路ヘの関

心と高まり鑓路適性と自己理時j、2年生「進路意識の高まり嵯路の明確化とそ伽今蜘J、3年生『主体的な

進路選択(その方法と進め方)Jとなっている。

学校経営の住となる学校教育推進計画にはめざすべき学校教育の視点が書カれており、以下のように郵句される。

f新しい剛、の舶、手として、一人，-M;f;かな心を持ち、個としてお互いを尊墜しあう中で、目的意副院を持って祖卦抽
己実現に努め、よりよい自分の生き方を探索し、国際世会で活躍する生徒を、私たちは育てでU、か相対リまならな凡その

ためにも幅広ゆ揖に立ち、生き方指導として叫鋪指導の充実を図ることが大切である。」

学校長のヒアリングによると、後述するような「生き方指導」としての進路指導を推進・実践できるかどう州立、

校内組織に関して「主事の方がそれ往き方指導)に関わるというよりも、学校の校長が学校経営の中核に何を据

える州によるのだという。というのは、主事は、まず劇国喪のレベJレで進路事務を徹底しなければならない。そ
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こで主事が生き方指導に菌謝句に関わるというよりも、 f生き方指導としての進路指導を中学校3年開通してする

ことが、いかに大事州を瑚草して進路事務を行い、各学年の教師の意識改革をどうやって図るかという点が、組

織運営にあたっては非常に重要なのである。主著司ま、各学年主任に「生き方指導としての進路指導を、学年で特活

の時聞を使って行う」 ょう求め、その上で、事務以外で従来から行われている進路指導業務の「進路だよりの発

行Jや「進路集会等の企画jを行うことができる。

つまり、校長のリーダーシップのもと、学校経営の方鮒こ基づき、主帯主教師陣の意識茸草をするための根の部

分となり、今まであった特活の中で進路指導を充実させる。その上で同じ教務部の各学年の特括採と密接な連係を

して行くというのが基本である、ということである。

さらに総合学習に関する校内組織について述べると、各学年団から2名ずつの教師が中心になって、学年毎に学

習の中味を研究している。手稲東中では、主事そ教師の意識を変えるためにも校長が既述の方針に昔培、総合学

習の2コマのうち1コマを進路指導と決めている。それは I職場体験などを行うと、生徒の賄事を見た先生方の意

識が全然変わってしまう」 からである。

以上から、主鞠喰内lとおいて『生き方指導Jとしての雌指導lこ材する意識を変える役目を担い訟がら、どの

ような実践で進路指導の目標を達成するかという内容面に関しては、総合学習持活施・特活の担当者に働きかけた

上で、主事自身は謹路事務と従来からの学活における進路指導をより一層充実させることが、手稲東中の枝内進路

指導体制の核であるといえる。

2 揖衛的な進路学習の構鐘

(i) r全校道徳糊l股劃 一道徳と特活の合科として
第1章を中心に繰り返し述べてきたように、従来の進路指導では、生き方指導としての進路指導を実践するのに

寸分な時聞があるとは決していえなかった。例えば、校外に生徒を出して答発的体験をさせようとしても、今まで

の教育課程では、特活領棋の学活に確保された年間35時間の中のごく一部しか進路指導の時聞がないため、結局、

進路指導と結びつけた体験的な学習を行うことは困難であった。

そこで手稲束中学校では、第洋習指導要領の樹T前から、道徳と特活の合科として書l殿した f全校道徳糊咽柴j

の時間に f生き方指導Jを求めていた。進路指導は教育の全領域の中で行われるという考えに基づき、 f人聞の生

き方の自覚、夢を持ち続けることの大切さ、そこに努力することそ頑張るということが必要だという価値観が生ま

れる」 ように生徒の生き方に対する考え方を荊踊付る内容として、講師を招いて年3回全校生徒を対象に講演を

行っている。

全校生徒が一刻告に受け身で話を聞くのではなく、事前に1時調、当日 2時間、事後に1噸調費やしている。事

前学習としては、予め講師のプロフィールを紹介した上で生徒から出された質問を講師に渡しておく。当日はそれ

を元に講演してもらい、講演後の質問タイムで話題をより深め、さらに事後学習では「自分がどんな生き方をした

い州とb、う生徒の感掴文の鰍句を講師に持って行く。このような流れで行われているのが、道徳と特括の合科と

いう形で時間枠を確保した『全校百億特号l版業」である。手稲東中における教育課程の編成の仕方について、校長

は以下のように説朋している。

f全校の置億綬業として、道徳と糊l括動の合科を総合学習の中でやっています二総合学習が入って(そのような時間割の

編成も各学校に任されるようになったので)時間河勝された、と言いまし丸今まで和童話ま、ここの教科と特活(学活)

と百億のなかでしか、年間35瑚簡の中でしカ建錨指導を柑1なかった。これを今度は樹氏、合科として総合学習の中でも

できるようになった。(今までの年間35時間の中では)せbぜい、 1年生で3，4， 5時間、 2年生も同じ、 3年生で進路

事務も合わせて 12~15時間程昆全然足りなv\ まして、職場体験みたいにタNこ出て行く時間がなv\ そ￠晴樹を.l'.:ーから

確保するかというと、なカ』ったんです。今度は、総合学習で思い切り啓発縦揺験をできる。J

このように新学習指導要領では、 3年間で140"'335時間にもなる総合学習に充てられる時間を弾力的に運用す

ることができるのである。
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(量)地滅人材センターの登録一父母・地域との連携

手稲束中学校は、独自の地域人材パンクを持っており、卒業生守唄踊肘活躍する人や、父兄、様々な職業の人が

ボランティアとして、平成13年7月の時点で93名登録されている。校内資料である f平成13毎強調蛾人材セン

ター登録者Jを見てみると、「職業・特技・趣味・その他jの欄には次のように書カサもた人たちが掲載されている。

f和食岬姐人jr:税理士J崎勝剛医Jr学閥亙jrオカリす演者1r漫画尿:jr環樹融面積翠Jr:弁護士:Jrアナウント'1r新

聞記者Jr，民生主任児童委員Jr美容師~ r:理容師』轍医l暗暗衛館長:jr介護勧比Jr~雌酒嵐長'1 r.食IPd匂『向喝喋Jr自

動車販売伎活局Jrクリ}ニング(工場時Jr郵便局IJ r瞥織署、暴カ団担当刑事~ rホタルの飼育Jr菊作り名人Jr.発明

家Jr:生け花の隣劃『お琴の街眠l

これですべてではないが、実に幅広岬操ヰ帯技を持つ人材結織されていることがわかる。なお、登録された

ボランティアの住拐では、手稲東中が立地する西区が 64名で大半を占めるが、四十にもボランティア畳録者がい

ることになる。さらによく見てみると、登録者の中には f本校浩唱コンクール審査員Jr産婦人科医性教育講師J
fコンピュータ サポート講師iJrサッヵ→十部コーチJ.!::書村Lている人もいる。これら 1人1人に関してヒア
リングを行ったわけではないのでここで明確に書くことはできないが、校長のヒアリングにおいて次のようなお話

を伺うことができた。

『税金の授業を3年の佐会科で終わったらすぐ、最後の1時間1';1税理士のプロに来てもらっているんですよ。例幻讃:l.，そ

ういうふうにして、色々 な人を調理実習にもプロの人に来てもらっている。(-中略-)2年生で毎年10月くらいtこなった

ら、@帽襲習として)サケを飼斑市場からクラス分、オス・メス2尾ずつもらって、料理人が1厨サケをおろすんです。そ

れを子ども遥持眠誤習で見ていて、そ広崎摘のうちに希望者カ年を鍋Tて、同じくサケを、生まれて初めて包丁でおろす二

破業観の育成ということで材、後ろにあ喝さん方古糖えていて、子ども逮がサケを切り身にしたら、お母さん方が石狩舗

を作る。ボランチィアのお母さん方です。そして子どもと先生と親が一樹こ食べる。これを2年生の全クラスやっているん

です。』

上記のヒアリングには、「銅涜市場からj鮭を提供してもらうとあるが、街涜市場の役職にある人も地域人材セ

ンターに登録されている。もちろん「料理人Jも登録者である。

つまり手稲東中では、この人脈を手Ij用して、体験学習などで生徒を校外に出した時に地域ボランティアのお世話

になるだけではなく、糊I版業の講師として迎えたり学樹帝に招いたりするなど、学校に呼ぴ込むことも積掴均

に行っているのである。

また、地域全体で地峨と共に学校を変えるということが頻繁に言われるようになっているが、学校と地蛾ι温識
については f出発点は学校であり、まず学校が変わらないと地域と連携できない」と校長は考えている。

後述する総合学習の職場体験でも、体験先としてこの人材センターを利用するだけではなく、数多い体験コース

の引率に、人材センター登録の f本校父母ボランティアjをはじめとする保護者を起用している。また、職場体験

後の発表会は、お世話になった雄蛾の職場の人に来てもらうことになっており、体験していない職場内情報も他の

生徒と共有し、同時に地域の人からの郎防2返って来る場にもなる。このことが、体験を行う目的の明確化、輔官

の搬織づけの2っと共に、生徒の経験を更に意味あるものにするのだという。

また、地錨連携というテーマからみた職場体験が呆たす在割に、同じ雄減の中学校との連携も挙げられる。それ

は、手稲束中が開拓した30の職場体験コースを、区内の中学校にも紹介しているからた

体験学習が活性化している中、キl幌市全体に各中学校が職場体験コースを1ω枝毎に作っていたらパニックにな
るということと、「地域と共に雄蛾のカを借りて社会を変えるJ視点から、他の地区に行っても仕方がないこと、

そして生徒遣が普段暮らしている地減の中から職場を選ぶと、生徒が雄誠に向ける目が変イじすることの3点を理由

に、手稲東中は職場体験に協力してくれる企業を地域の中から決めているという。

従って今後は、総合学習キ漣路指導に対する取り組みを通して、西区内の中学校同士の連携に発展する可能性も

あり、同じ地域性を抱える学校にとって中学校同士制藍携はメリットになると考えられる。
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(尚)総合学習を和聞した進路学習

総合学習は、各学年2つの学習活動に分かれている。 1つは、 f旅げ倒桁事に関わる学習活動jで「課愚直求

能力』を、もう 1つが『進路に関わる学習活動で f自己決錨包カjを培うものである。後者の総合学習における

進路学習は、 1年生の f職業調べJ、2年『職場体験I、3年『先輩に聞く価総業人編・現役!高校生帰J・f高校見

学Jから構成されるo 1年生「職業調べjで身近な人の職業や自分の興味・関心を理解し、 2年生 f職場体験jで

は働くことの意義を学び、色々な職業の苦労キ魅力を具体的に知り、職業を選ぶ基準や生き方を考える参考とし、

3年生明嘩に聞くJ・「高校見単Jでは今中学生として身につけておきたい事柄を聞き、進学先を決める観点を考

え、目的を持つtd農学になるよう学技を良く知る機会とする。

この中で、 3年 f高校見学Jと2年 f職場体験jについてはコースが細かく分かれるため、教師だけではなく保

護者もボランティアとして引率を担当する。学校的トで行う体験樹博習を、校内関係者だけではなく、校外で学校

教育に1番身近に関わる必要のある保護者と協力して行うことに意味があるのである。なぜなら、今後の実砲の仕

方の改善点について、協力してくれた高校ヰ企業、保護者の意見を聞きながら、共に学校教育を築くことができる

からた

校内資料の rff職場体験』のまとめJによると、職場の側からの、地成と学校とのつながりに関する戸は次のよ
うなものがある。

f真の意味で抗洋校と地蛾知つながりを債にする粛清らしb噂喋であるJr地検η皆さんのま識に立てたことを非常i二ッれし
くJ思うJr~今回の体験によって、業種iiliあまり蕗識・理解されてないことに気付き、)少しでも役に立ち、皆さんに謹獅して

頂けるよう努力したlt'Jo 

これらの声から、地域と学校とPつながりを密にする必謝草骨感じているのは、学校側だけではないことがわか

る。また、『まとめJには保護者の声も掲載されている。

『号障する親にとっても有意義Jr中学生制時期に、多くの体験をさせるのも大人の議務IJr自分たち訓Iに興味を持ち、人

とのコミュニケーションを犬切仏思うような子地帯っと思うJr人にほめてもらう、感謝されることが本当に自信につながる

ことを感じたj

このように、親としても大きな経験を得た感触がある。保護者にボランティアとして引率を忌頭いするととによ

って、間働句に、進路に関する保護者h の啓発になっているのである。

この給合学習の中に位置づけられた生き方指導は、特活のうちの学活における進路学習内容と関連づけて深めて

いくものとなっており、総合学習のねらいと進路の学掛指導年間計画の主題とを、各学年別に結びつける必要があ

るために、総合学習の中で中心崎協掛jを果たす教師と主事との聞で調整を図ることが考えられる。

つまり、「生き方指導Jとしての進路指導を学活の中の時間だけで行うには無理があり、またその授業内容にま

で主事が踏み込むのは容易なことではないが、このように総合学習の枠を手I聞して進路学習を1つの耐もとすると、

学校教育の全領域にわたっての進路指導の構築が可能なのである。「自己の生き方を考えることができるようにす

るJ.1というねらいを持〈槍合学習は、まさに道徳の内容とも学活における進路指導の内容とも重なっており、そ
の内容の樹せには、各教科教師・各学年主任・学級担任・主事など、様々な角度から全教師が一体となって指導す

ることが肝要である。総合学習と進路指導の関車に限って考えるとすれば、上記に述べた総合学習における進路学

習の各学年の指導目標と、本章第1節で述べた進路指導の各学年の主題とを関車づけて、指帯十画を作成すること

ができるであろう。その際、主事と総合学習の研修係とが連携して共通理解を図ることが必ず必要になる。このよ

うに、総合学習ハの取り組みを通して、校内における進路指導体制を工夫できるものと，駒コれる。

ところで、これらの「生き方指導」としての進路指導を含んだ総合学習と、従来からある特活の中の学措での進

路指戦他の教育領域とは、教育課程においてどのような関連づけが考えられるのであろうれ

校長の試案によると、『学習内容の総合度Jと「生徒選択の自由度jを教育活動の尺度にすると、学校教育の基

礎・基本となる教育課程の3領壊、つまり必修教科、連主低糊リ活動と、選択耕ヰ、総合学習の相互の関連性を表

わすことができると考えている。第1章で詳述したように現在の教育方針の動向は、自ら課題を発見し、それを解

決しようとする「主体的学習能カの育刷と、人聞としての生き方についての自覚を深め、担金に貢献して未来を

-146ー



中学校進路指導における学校を核とした連携システムの現状と課題

切り拓く[豊かな体験に基づく道徳性の育成!というところにある。従って、「学習内容の総合度jと I生徒選択

の自由度Jの高いところに位置する教育活動を目指さなければならないのであり、それが f生きるカの育成jにと

って総合学習の担うところであると、校長は考えているのである。総合学習を通して生きる力を育むことについて、

校長は次のように述べている。

f例えば、高校見明主(学習内容としてはそれほど総合度は高くない的ある程度自由度地帯僻されている。自分の

行きたい高校IC行って、活動をデジカメ泊判か明育織として持ち帰って来たもので磁認して、最齢的に自己決定する。

本当に行きたb惇枝なのかどうカも持ち帰った情報を監理して、そして、自分¢嚇題として見つけたものをみんなに発

表して、それをみんな地喋有する。ポートフォリオにまとめたりすると、この高校体蜘論告合産の繭ハところに発展す

るかもしれなv'.最終的に生き方というのは、自分1人だけじゃなくて『他人と共生ずる自分:H他と共に自分の良さ
を生かしながら生きる自分』を見つけること。説会にい糾こ自分泊朝わっていくか。これぬ唱創始己実現であり生

きるカで材、j

この f生きるカjを教育目標に掲げても、学校内で教員が各教科・道徳・糊晦E動と総合学習との関わりを構造
的に理解しなければ、全教員が連携をとりながら新しい教育課程に対応して実践するのは困難であるう。また、生

きるカの育成は、『その後の生活によりよく迦志し、進歩する能力を伸長するJ42という進路指導の定着とも大いに

関わるため、今後の進路指導の課題として、特括の進路指導の充実を図ることはもちろん必要であるが、授業時数

の中ではこれま切税制、った啓掛埠搬などを、総合学習の時間を手i朋して取り戻すことも重要なのである。

第4章中学技進路指導体制の盤備に闘する考察

本論では、進路指導の意義と教育課程上の位置づけを、学習指導要領を中心に捉えた上で、政令指定都市で学校

数の多川1幌市を事例に、杭幌市における働欄係組織と、市内のー中学校の御湘織・進路指導実践とをそれぞ

れ調査し、進路指導の運営に果たしている役割と課題を樹すした。

校外関係組織についてまとめると、市教委・校長会・杭進協・主事会のパイプはそれぞれ太いが、同調研朔重体

である梢舗とは全く協力関係にない状態であることがわかった。また、キl進協がキl脇市の特徴を踏まえたユニー

クな組織であり、上級学校とのノ4イプを持っているにも関わらず、進路事務が業務の中心となってしまっているこ

と怯挽念である。キl進協が、そのパイプを生かして実践研究キ生き方指導の内容的な業務にも携わって行けば、高

校との接続の在り方についても議論の揚が増えるのではないかと考えられる。さらに、中学校進路指導の評価は、

生徒の中学校卒業後の状況把掘ができなければ難しいが、杭進協を通して中高の連携が図れるなら、進路指導の評

価に大きな役割を果たすであろう。しかし元来、キl進掛端維な事務手続きを簡便化することを目的に活動してい

ることから、その内容に踏み込んで活動することには無理があるよう尤そこで、あくまでも事務と同様に、中学

校と上級学校制躍安等を結ぶ窓口として機能することが発展課題として挙げられるのではないだろうヵ、市教委や

校長会との関係を生かして、各中学校掛子う体験学習や高校訪問の受入先とのパイプ投を担い、また時脚句に一極

集中化するのを避ける調整役としても、机進協陪蜘旨することができるだろう。そのためには、主事会が杭進協に

積極的に要望していかなければならなu、その主事会は、主事の事務業務の多さとその責任の重大さ、市内中学校
の主事の半数が単年度で対潜わるという払暗点を抱えており、[進学指導Jから同射殺する視点を持ちつつも『生

き方指導Jベ胡民換を図ることができていないという状況であった。

また、杭教研においては、以前は、研修機能をさほど持たない主事会の研僻目織として機飽していた時刻lがあっ

ただけに、新体制になってから、公的研知童体であるにも関わらす活路指導の研究カ帯滞していることを指摘して

おきた凡そのイ廿コり、問調の研知重体であるね慨は、その研究活動の方針が一貫している。糊研の研究活動

が停滞しているならば、主事会側が北道研に実践研究の協力を求めることがあっても良いのではないだろう均、学

活における進路指導においてどのように職業調べを行ったか、自分の能力キ油性を知るためにどのような資料を使

ったか、また、体験学習の際にどのような事前事後指導を行ったか、というような実践報告や資料の提供を受ける

だけでも、サづ昔に主事の意識啓発にはなり得るであろう。
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枝内組織については、主事が事務中'L，q)進路指導に終わってしまいがちである現場の声も聞カれたが43、先進枝

と呼情Lる手稲束中では、校長のリーダーシップの下、全耕脚E進路指導を深く理解し、主事を中心に学校教育活

動全体において実臆することの重要性を見出すことができた。そして、全教師の理解と協力・連携を得ることがで

きる一方策として、総合学習の時間を利用した『生き方指導Jの充実を図っていることが明らかlこなった。

先進事例として取り上げた手稲東中のように、校長・学級担任・主事等のそれぞれm進路指導に対する役割を果
たす?とめには、校外の関連組織が中学校に働き糾ナなければならな川すなわち、杭進協及び校長会は、校長に対

して学校経営における進路指導の位置づけの重要性を強調できる。主事会は主事に対する進路事務の研修を徹底し、

意識紳を図る。そして、税教研刷出腕などの研姻体を大いI~聞して、進路実践に関わる教師が生き方指導

の充実化を推進することに取り組まれなけれ』まならな川

逆に、中学校での進路指導責任者となる主事が、『生き方指導Jの言葉に代表されるような進路指導の思念と、

現場での聴協にギャップを感じるならば、主事会に積極的に働き州?なければならない。というのも、実際に主事

が責任を持つ業務は事審手続きが大半を占めるため、進路の学習戸曹の構築まで吋担うことが容易ではな川従っ

て、どのような進路学習を推進するかを計画することは、主事喜のサポートが必要だからである。そして、主事会

自体が進路の内舗枕部分の研修を行えないならは担進協持制進協を通して市教委に要望を提出し、研郷E織に

協力を求めることによって、その内容的な研修を保証することができる。しかしながら、研策調織のうち、杭識研

ではもはそ噂針縛の訪問が実質として行われていないため、民捕ではあるが柑揃との協力が必要となるのであ

る。このような双方向の働きかけによる全市的な体制蹴こそが、『生き方指導jへの転績を後押しするものと考

えられるのた

さらに、進路指導に関するソフト面、すなわち上記の校内，校外体指嘩備ではなく進路指導の学習内容そのもの

をどう構築するのかという点について、本論末では中，闘に取り扱うととができず、今後欄札なくてはならない

課題が残されている。それ持、従来の進路指導においてあいまいな点でもあったのだが、進路指導が蔵淵眠漣学の

準備も含まざるを得ないということである。主事の業務から明らかなように、中学3年生の特に夏併吟以降は、学

校の立場としても生徒や保護者の立場としても、中学卒業後の具体的な進路先を決定し、準備しなければならない

のは事実である。今回の論文拶嘩にあたって実施した諸氏からのヒアリングでは、中学卒業後の進路準備に重点を

置く一部助な風潮があるために、建て前としては生き方指導としての進路指導の理念を持ちうつも、実簡としては

進路先、主に高校が中心となるが、その情報を提供したり、やはり合格するために学力的なアドバイスをしたりす

るのが、学伎の現実であるようにも，酎コれた。確州こ1人1人の生徒にとって、就職のための面接、進学のための

受験は人生の一大事である。保護者が学校の教員に学力的なアドバイスを求める状況も必撚のことであろう。しか

し、肝心なのは、生徒が人生という長いスパンで進路を考える視点を持てるようにすることが進路指導ではないか

ということである。従って進路指導とは、生き方について学び、自ら選択・決定していくことを支援する進路学習

と、進路先への準備を支援する手続き的な指導とを含むのであって、前者に対して保護者の理解を求める学校側の

努力がなければ、出口指導と扱刺される進路指導からの脱却は困難である。この点に闘車して、進路指導と進路学

習の用語が教育課程において明砲な区別をもって使用されてはいないとb、うことも記しておく。

本論文で取り上げた手ず諌中が、保護者と地域住民と共に教育活動を実践しているのは、徐々に学校教育に対す

る保護者の理解を得られるという、まさにこの点において、進路指導の理念を実践するために最も有効な方法なの

ではないだろう~\今後は、この大きな課題に対して取り組み、検討していかなければならなu、最後に、生き方

指導としての進路指導を学校内でどのように構築するかという前述の大きな課題を挙げておくと共に、本論文を執

筆するうえでヒアリングにご協力いただいた諸団体・主事の方々、あたたかく迎えてくださった手稲東中学校の校

長先生をはじめとする教職員の方々、生徒のみなさんにこの場で是非お礼の言葉を申し上げた11'.

〈注〉
1 資料1参照
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z 文樹明学省ホーム~-ージの F報道発表ー質11:::掲載される『生徒指導上の諸情簡の現状について』では、暴掛手為、いじめ、不

登校入中退の4点について統計が発表されており、中退者数の推移や中退理由などの情報を得ることができる。なお、..b記4点
について各々都知備は翌年8月に嘘靴、 12月に「概要」という形で発表されるのが常である。本論Fでは『弔戎13年
度の生徒指導上の諸情掴 G恵掛』似lO2年8 月 23 日発劃に基哉、て述べている。~細は文部劇学省ホームA戸ジ『報道発表
一覧Iを参照のこと{URL:h出:I/www.mext.四.iolbmen凶houd叩 lindex.h加入
3 資料2参照
4 資料3""'7参照
5 文京消『中学校・高等学校進路指導制斗第1分冊』併帥謹出版、 1曲直情によると、自ら目的を持った生き方の選択が困難
になっている理由として、産業楠貨・厳業構生η劉凶鴇激で情報も氾濫しているということのほ糾こ、「価値観の多様(11ま、

言U喰えれ』式モデルとなる価岡県生き方がないということでもあり、このことも、生徒の生き方制謝央を困難としている一

つの要因となっているjと記されている。

自例え成文部瑠『第1分冊JI(1前掛 11頁を見ても、次のように務伏に対する反省が明記されている。「中学校新高等学校の進
路指導が卒期待の進学指導そ噺潮続講息いわゆる『出口指導』にとどまっていることが一つの問題である。卒業期日こ向けて¢植
学指導特欄樽はよ・・・生徒の進路選択カを育てる指導の積み重ねを青梅とするものであって、それを欠落させていたので
は、単なる上級学怯叫〉合格可糊生の判定そ吠人企業・職業などの鮒卜斡描ご過ぎないものとなってしまうのであり、生徒の
将来の生き方に深く村わる指導口語峰なり得なし、のである。J
7 第13期中央教育審議会「青年期の生き方についての指導のあり方j<Ii敬育戸博特j、委員会審議経過報告』より
8 文部省『中学校進路指導齢十第3分冊JI(日本議路指導協会、 1伺5哨 7頁、 27頁参照
9 文部省『中学校・商簿学校進路指導の手号ト中学校学級担任制(帥誰路指導協会" 1鰍情
10 昭和44年調Tによって初めて設定された「学級指導」 比朝食元年醐丁において「学級会活動jと統合されて「学級活動に
なり、現在に至っている。

11 昭和44年の斑Tで、教育課程の4領秘のうち、『糊1，鹿情活動と「学校情噂Jl'j整理・統合され、「糊慌瑚IJI乙構成され
た。
四昭和44年調T 中学校学習指導要領第1章総則第1項9(2)に咽々の生徒伺色カ・適性等の的確刷協に努臥その
伸長を図るように指導;するとともに，適切な進路の指導を行なうようlとすること。」と、初めで進路指導に衡する規定力戦測に
取り上げられた。
日適正な進路指導を求める文前哨の通知・通達には主に次のものがある。「学校における業者テストの取扱b崎についてJ(1976 
柄、「学出こおける適正冷進路指導についてJ(1倒3明、「高等学僚の入学罰霊抜についてJ(1開3哨

14 朝食元年調T 中学校学習指導要領第1章糊l第6項2 (4)による。
回向上

16 11帥 5時改訂中学校学習指導醐第4草糊l脂動第3項3による。
17 昭和33年3月教育課程審議会答申による。
18 淵渚『中学校・高等学樹錦指導の朝|一中学校学級担任制(日本進路指導協会、 19閣情
19 資料8参照。平成元年調日朝戎10年調Tの学習指導要領め教育課程編成凌比較することができる。
泊朝戎1β年碍T中学校学習指導要領第1章制。第4項2(1)による。
21. 向上第4項2 (2) 

2 向上第4項1、5 (1) 
却文部省『中学樹隼路指導資料第2分冊JI(1993年Jには、生徒カミ将来の柏会生活相続業自由乙知市て自己実現を留るため
に、職業についての具偶拘情報や、自己の職難句な飽力・適性等についての情報を得ること治決切であり、さらにそれら情報
の理解を直接的・現謝句・具体的なも叫こするためには学校内外における啓掛ゲ説識を通しで情報を弼尋できるようにす
べきであるとしゅ主旨が述べられている。
この点において、求められている進路指導の内容は、自ら課題を見つけ、自ら解決ずるカを育成することをねらいとして体

脚伴習を重視する「総合学習Jと密接に閉塞しているのである。
M 杭進協の構成と役創、主事会との関係についてぽ僻同を参照同こと。な払主事会会長の経験者も杭進協の事務局員に入る。
笥資料朗参照

部主宰会組織の構成については資料11を参照のこと。

m キl脇市較脊委員会『中学樹齢指導の手引第5集斑I首長4麟指導の理論と実践ー;l!(1田4情、 116見
沼資料12を見制調月らかなように、 11月からは主宰の進明鶏係業務均年醐助に多くなる。
却 ある主串ま、この状況を「主事という仕事ま輔自労被渚的です]とヒアリングで述べている。
釦本幌市教脊研究協議会作l幌市教育研究協議会論1殿回年誌子供と未来、』似肌哨を参照のこと。
31 資料13参照

認前掲、『干幌市教脊研究協議会倉l股 50年誌』
節商端、資料10参照

M 哨戎10年調T学習



同 f第42回制描鏑指導研究大会函館大会開催要項・研灘盟J側 1年)
割本論で取り上げている校長会の活動についてiま、杭脇市中学校長会「平成日年度中学校長会要覧J(1999年)からまとめた。
m 校長会進路指導部の研究報告については、杭腕市中学校校長会進路指導部剛腕市中学枝校長会全日研修会第5課題掌ぷ
意欲と主側句に生きる力を培う進路指導J似)()1年)によるa
岨本舗で述べている学伎の概要、御咽織等については、開劇市立手稲廉や学校明戎13年度学校教育描劇画』による。

4' 哨~10年制I学習指導要領第1章第4項2 (1) 
位進路指導の目的や定義については、本論の第1章第2節において詳述した。
a ヰi脇市内では手稲東中学伎を含めて3校の進路指導主事にヒアリング針Tった。ここで『現場の声Jと齢れているのは手稲
束中とi胡IJの主事のヒアリングである。

〈資料〉

資料1)中学校卒業後の高等学技等への進学事
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中学校進路指導における学校を核とした連携システムの現状と課題

資料3)中退者の学年別構蹴じ 資料4)各学年の中退率

1年生
53.6% 

-
o
a
a
守
管
司
内
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守
内
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H
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』ーーーーーー】一、

ー←1年生!
-・-2年生|
十時|

ー骨一4年生|

令奇砕
も h ももへももややや年

資料5)事由別中退者の構成比の推移

% 

川 dtrr fF許件i包Lし山一

合 ~.g>~~~~ 伶~旬、匂 b へ句"> ~々々年
毎・

4i ホその他にlま、「病気・けが・死亡Jr問題行動等」を含む.

戸主主主;活i宇一一一一一一戸亘書二一一一日一済的理由ローム]

資料6)学校乞官・学業不:iM;、による

中退者の理由内訳 資料7)進路変更による中退者の理由内訳

学校の雰

囲気が合

わない
12目

その他
12% もともと

高校生活
に勲意が

ない
42略

専修・各
種学校へ
の入学を

希望
8首

その他
10略

人間関係

カtうまく
保てない
16略

就職を希
望
53'覧

授業に興

味がわか
ない
18首

出開資料3~7について、資料2に閉じ。
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資料8)学習指導要領新旧対応義

1朗9年(平成元年)改町中学枝学習指導要領

国 ヰ土 数 理 音 義

語 会 学 科 楽 術 震

第 35 .... 105 .... 一 175 1仰 105 105 70 70 1叩 70 35 問団

霊 70 140 

第 35 .... 35 .... 35 .... 1白~

差
140 140 140 1回 1邸 70 35 1α抱

70 70 70 210 

婁 70 .... 1田~ 1田~ 70- 35 .... 140 .... 
1聞|

差
140 1相 35 35 35 
1田 140 140 1回 70 2ω 

この賓の授業鋳数の1単位崎欄l弘 50分とする.
特別活費防録業時数l志、中学依学習指導要舗で定める学級活動(学検給食に係るものを除〈。以下この号において悶じ。)
及びクラブ活醐こ充てるものとする.ただし、必要がある場合に出学級活由同授業時教のみに充てることができる.
選択鍬剥等に充てる録業時数I志還抗教科の慢集局数に充てるl勤¥特需品音動の纏集荷数簿の地捌こ充てることができる。
選釈放斜の録集鱒散についてIct.外国蔀捕学年において聞から140までを舗準とし、併国語以外の選訳教科は中学級学
習指導要舗で定めるところによる.

僻

1

2

3 
4 

1蜘年(平成10年)制T中学校学習指導要領

国 社 散 理 音 義 議
1苦 dz』z 学 科 楽 術 震

第 0 .... 70 .... 
一
華
140 1邸 105 1回 45 45 ω 70 105 35 35 9回

却 1∞ 

第
関~ 70 .... 

差
105 1悶 105 105 35 35 田 70 1回 35 35 9即

85 1回

第 105 .... 70 .... 

差
105 邸 105 回 35 35 叩 35 105 35 35 980 

165 1泊

この表の授業時数の1単位時間l志、 50分とする。
特乱活動の侵業時数は、中学怯学習指導要領で定める学払苦動(学校給食に係るものを除<.)に充てるものとする。
選択教科等に充てる綬業時蜘ま、選択教科の授業時教に充てるほか、特別活動の授業時教の増加に充てることができる。
選択教草取D授業時数については、中学教学習指導要領で定めるところによる。
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中学校進路指導における学伎を核とした連機システムの現状と腺題

資料9)制進協と主事会との関係

主事会 札進協

枝
事
学
主
会

中
掴
帽
踊

市
指
協

幌
路
絡

札
進
遭

枝
櫨
学
協
中
導
市
指
幌
路
礼
遇
会

と について

娘、副会長崎、附長会喝事として参加Iql @檎 成
-会 畏 1名

.r進路のしおり』緬集曇員担当
札 {市怯長会会長)
-副会長 1名 J

-簡見学行事世話人担当
幌 -事務局長 1名
-理事 3名

札 ャーー進路踏踊査の集計担当 市 -監査 2名
根 (以上枝長会から}

市 {以上は役員、地区幹事が担当) 中 -理事 4名

中 {市敏曇から)

学 学 -理事 3名

枝 -対外的な改善要望
(主事会から)

進 一 ~巴コ>qq  技 -事務局員目6名
路 -外郁樋聞との折衝 (敏蜘)

指 過

a・主 .r進路のしおり』の先行 l l路
事
連 -簡見学行事の企画、推遁 指。集積
絡 c 
協 -進路蹄聞査の実施 • -対外要摘、折衝腫 -対外事務折衝
会 協 (道教委、市教書

-個人間査書・願書・募集要項等の配布
強

高等学校、各種
学校、職安など}

-踏脱明会の企圏、開催
会
-主事会への揖助
-その他

出所)平成13年度札幌市中学校進路指導主事進絡協議会第1回総会資料より作成

なお、札幌市教育委員会『中学校進路指導の手引 第5集{改訂版)一進路指場の理愉と実路一』

(1994年)、 117頁にも同様の内容が図式化されている.
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資料10)進路指導の位置づけとかかわり

出所}前掲、札幌市教育委員会『中学校進路指導の手引』

2頁より作成

資料11)主事会組織図

総

東地区! 地区幹事各按主事13技

酉地区 i 地区幹事各雄主*11按

手稲地区 i地区幹事各枝主事9校
南地区! 地区阿各技主事11按

北地区| 地区幹事各按主事14技

会 中央地区 i地区幹事各枝主事8技

。西地区と手稲地区、白石地区と
厚別地区、豊平地区と清田地区
は合同で地区集会を行う。

豊平地区| 地区幹事各技主事10

地区総事各枝主事7技

。中央地区の向陵中、宮のZ集中の
地区活動は西地区に所属する。

白石地区 j地区幹事各枝主事9技

厚別地区 i地区幹事各枝主事8枝

出所}資料9に同じ.主事会総会資料より。
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中学校進路指導における学校を綾とした速機システムの現状と限題

資料12)主事の年開業務

年|・学級活動{進路の時間 l・脱帽伺眼前回ω込幕、 1.語手稲眼前周ω瓦語、 l・河外岡砿
間i等)の指噂案作成、資|運営 |運営 lへの学畿の窓口として
をl料の単備 卜嶋安との連自信 卜高等学校等との連繊
通卜進路相搬の計画立案、卜求人情級一覧の管理
じl運営
て l・進路だよ明~~草食 4 ル 4 
-・前年虚担当者との弓l吉1........................r …・FM4面白直属議画面蚕…
継ぎ ・学校革本嗣査報告
・進路指導年間計画の立 I.r進路のしおり』申し込み
41寒
・学級活動(進路の時間
等)の年間計画の作成

l.)集時t~l事蹟雪算j主暁 ø_4...____________.____.___~_._____.________.___.__~

F・学尋PTAでの資料提 1・詰i1I通3主砲動両面蚕…I一一 1 
5 1供、説明 ・主事会第1回総会

…・J進騎持~~J周葺i睡まし.J・…'"・H・...._-…一一L.... ……………..1:!.進蹟@~お山曇館、……・・

~.l.......................J........................l.......................J・主事会(昭i
~T~事揃議事顧蚕ス治資詞l….....................r.......................l ・;t":・会第1 回全再会

• 1の握供
一':3l手遇面持.通説晶玉・………----…ー…--p-----------------------1
8 1案、依頼

l.J草賢~j表旦哩~~工事ー ト 4 

t視察見学会(教師f'"'1・第1回臓業総旋話事打下手カテストo5詰連奇窃'1:玉事蚕詰三面釜高長一
9 Iへの多加 |ち合わせ ・事業所、各種学校見学会の

l.......................J~開業週位捧葦賓の寡旗L..... ・一 一・ I一一1.旦・込み
…・選括協明蚕の桑:ij' ト職業絹鋭{職安)への r:話独政明会等の実施 1・公主高禄A学者追強の手引
101 ・進路用写真の撮影 |参加 卜学カテストの結果分析 l説明会

..匂掃除め揃ft・+厳秘勧進持一..怜元子又防詰某獅・~:琴錦弘雌・・..・
菌検指導(職安) 卜学年会での分析、検討 1(公立高校選法の手引き質問

ト私立高校との事務連絡l回答会後)
・第1回進路希望聞査集計

"T:ti語縮長函連苦・・・r揃説輪一一一....F.語版{請詠翫一12?5422」嗣査集計
21・学期末思政会(三者 の高等学校等~~..，_I
思臨)への資料提供 | 卜入学願書下書きの指導卜個人間査書用紙畳韻

J........................L~坦み姐童書住民φ蝿持i一一
.------------------------.・公立・私立願書配布、 1・公主願書受漏

回収、点後 l・篇3回進路希望踊査集計
.公立願書発送
・推麗出願手続き

. .ι面接担哩..一
一七詰1次就雌盃徒名高のI・個丈翻査書点h言語員益1:在進語読扇面量一一一一
提出{職安) 卜私立合同受付

・公立出願変更、再出願
の手続き
・公立、私立受餓頭受領
・公立回査書発送 ト主事会(地区)

d …ー・己私立み院曹関l~J哩 ....J
一三道蕗拍車'j謀詠一一一'1….....................r・公立入院事前指導 1・主事会議五回総ZE---
-進路関係書類のまとめ| ト合格者の入学意思確認
3 1と保管 | 卜二次纂集への対応
-進路資料、情報の分析 l 卜進路先未定者への指導卜主事会進路先実態調査等
と整理 ・卒業生への追指滋 l集計報告(3種

出所)資料9に同じ。主事会総会資料より。
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資料13)平成5年度における純融研の研究体倉伊瑚

行現 新 体

ー:専言語陳雲柔和

質事414)斬体制における研究グJIrーブの分担

《Aグループ》
・小学校:国語、算数、音楽、菅直
・中学校:国語、敵学、音楽、鏡街・家庭、

外国語
・小・中合同:道徳，教育相鵠，学校給食
・研究特別委員会:教育評価、教育資料

ヨ与巳ュータ

出所)資料13、14ともに、札幌市教育研究協融会『札幌市教育研究協議会創設60年総

来へ』より作成
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